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第 4 章 環境保全計画 

※市政会館及び日比谷公会堂からの眺望及び建物周辺から見られる視点については、計画区域から外れるが、

重要な要素であると考え本計画の中で示している。 

１．環境保全の現状 

（１）管理の現状 

市政会館・日比谷公会堂は、日比谷公園内にある建造物であり、その周辺環境については、東

京都建設局によって適切に管理されている。 

日比谷公園概要 

名 称  日比谷公園 

所在地  千代田区日比谷公園 

開園年  明治 36（1903）年 

敷地面積 16.2 ヘクタール 

 

令和３（2021）年、東京都建設局では「都立日比谷公園再生整備計画」を策定し、公園整備計

画の基本的な考え方を示している。本保存活用計画が対象とする市政会館・日比谷公会堂周辺は、

その再生整備計画の一部として位置づけられ、引き続き周辺整備の検討を行うこととしている。 

そのため、本計画では市政会館・日比谷公会堂と一体的な保全を図る必要があると考えられる

周辺の現状と課題について記し、具体的な整備内容は、日比谷公園再生整備の検討を進める中で

方針を定めることとする。 

（２）周辺の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 4-1 配置図 

② 

④ 

⑥ 

③ 

⑨ 

⑦ 

⑤ 

B 

C 

D 

⑩ 

A 

⑧ 

⑪ 

① 

E 

計画区域 

文化財指定範囲 

①～⑤   建造物 

⑥～⑪   工作物 
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ア 植栽等 

  

A  市政会館南側の植栽  

適切に管理されている 

B  公会堂東側の植栽 

プラタナス、イチョウが大きく成長している 

  

C  公会堂北側の植栽 

プラタナス、ヒマラヤスギが成長している 

D  建物東側の植栽 

大きく成長している 

 
 

E  建物西側 

植栽帯が欠失している 

 

イ 建造物 

  

① 千代田区立日比谷図書文化館 ② 公園トイレ 
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③ 公園飲食店（旧南部亭）R6.6 撤去 ④ 公園売店 

 

 

⑤ 交番  

ウ 工作物 

  

⑥ 新幸門 ⑦ 幸門 

 

 

⑧ 中幸門 （幸橋門舊礎建造明治三十五年六月） ⑨ フィリピン共和国キリノ元大統領記念碑 

  

⑩ 烏帽子石 ⑪ 水飲み場（年代不詳） 

幸
橋
門
舊
礎
建
造
明
治
三
十
五
年
六
月 
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エ その他 

  

ゴミ箱 ベンチ 

 

 

案内サイン 

 

案内サイン 案内サイン 
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（３）建設当初の周辺状況 

建設当初の写真（図 4-3）や、昭和 11（1936）年の空中写真（図 4-2）等から、建物周囲（東

西面、南面）には植栽が植えられていたことが分かる。 

現在の様子を比べると、国会通りに面した南側の植栽は、樹高１～３ｍ程度の樹木が植えられ、

当時とほぼ同様の姿を留めている。 

建物周辺の園路の形状は当初から大きく変更されていないが、東側は樹木が大きく成長し、且

つ植込み内に公会堂の発電機が設置されるなど、植栽の形状は変化している。西側は、現在市政

会館の駐車場として整備されているため、植栽は現存していない。 

北側の公会堂入口部分には当初より敷石が敷かれ、現存している。竣工図には現状より広範囲

にわたって敷石の範囲が描かれている。今後の工事で敷石を取り外す際は、端部の状況や周辺の

地業を観察しながら解体を行い、記録に残すことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 4-4 竣工時写真（北西面）昭和 4 年頃 

図 4-3（拡大） 南側、東側の植栽（1～3ｍ程度の低木と芝生） 

図 4-3 竣工時写真（南東面）昭和 4 年 

図 4-2 日比谷公園空中写真（昭和 11 年） 
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（４）外構の変遷 

「公会堂附設市政会館建設に伴ふ諸手続き書類」の配置図に、建物と外構らしき線が赤で描か

れている（図 4-5）。大正 14（1925）年実施設計図（図 4-6）にも植栽の書き込みがあるが、これ

らは計画図であり、実施されていない。昭和 5（1930）年頃の日比谷公会堂パンフレットに描か

れた外構が実際の竣工時の外構の形状だと思われる（図 4-8）。また、昭和 6（1931）年に東側に

新幸門を増設した際、園路の形状を変更している（図 4-9）。その後は、現在まで園路形状はほぼ

変わっていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-6 東京市政調査会館新築敷地配置図 

（大正 14 年） 

図 4-5 公会堂附設市政会館建設に伴ふ諸手続き書類 

（大正 14 年頃） 

図 4-7 日比谷公園平面図（昭和 4 年）東京都公園協会所蔵 
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新幸門 

図 4-8 東京市日比谷公会堂御案内（昭和 5 年）（東京都公園協会所蔵）     竣工時の外構 

図 4-9 日比谷公会堂付近平面図（昭和 6 年） 

（東京都公園協会所蔵）に追記（赤字） 

新幸門を増設したため園路形状を変更。 

図 4-10 日比谷公園平面図（昭和 9 年） 

（東京都公園協会所蔵） 
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（５）建物からの眺望 

市政会館・日比谷公会堂は、建設当初から日比谷公園や周辺の景観が変化していく様を見続け

てきた建物である。建物から見える現在の眺望と、建設当初の眺望を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小音楽堂 

② ① 

③ ④ 

帝国ホテル 

日生劇場 

建物からの眺望 

①3 階テラスからの眺め 

②市政会館塔屋からの眺め（北側） 

③市政会館塔屋からの眺め（西側） 

④市政会館屋上からの眺め（東側） 

 

図 4-11 配置図 

図 4-12 ①現状：3 階テラスからの眺め 図 4-13 ②現状：市政会館塔屋からの眺め（北側） 

図 4-14 ③現状：市政会館塔屋からの眺め（西側） 

国会議事堂 

↓ 

図 4-15 ④現状：市政会館屋上からの眺め（東側） 

日生劇場 

↓ 

帝国ホテル 

↓ 

① 現在の眺望 
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② 建設当初の眺望 

図 4-17 ②「日比谷公園より丸の内を望む」 

昭和 5 年 3 月撮影 （毎日新聞社所蔵） 

図 4-16 ①「国際連盟脱退詔書奉裁式で奉読の有馬大

将」昭和 8 年 4 月撮影 （毎日新聞社所蔵） 

帝国ホテル 

愛国生命ビル 

（東京市政調査会発足当初、

３F に事務所があった） 華族会館（鹿鳴館） 旧音楽堂 東京駅 日本勧業銀行 

図 4-19 ④市政会館屋上からの眺め（東側）「大東京写真帖（昭和 4 年頃）」より（東京都公文書館所蔵） 

新音楽堂（野外音楽堂） 国会議事堂（建設中） 

日比谷図書館 

海軍省 東京区裁判所 仮議事堂 貴衆両院議長官舎 

図 4-18 ③市政会館塔屋からの眺め（西側）「震災ヨリ復興ヘ（昭和 5 年頃）」より（東京都市研究所所蔵） 
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市政会館・日比谷公会堂自体も、日比谷のランドマークとして日比谷公園とともに親しまれて

きた。建物周辺からの現在の視点と建設当初の視点を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）建物周辺からの視点 

小音楽堂 

① 

帝国ホテル 

日生劇場 

③ 

⑤ 

⑥ 

④ 
⑦ 

② 

外部からの視点 

①南東からの眺め 

②南西からの眺め 

③東側からの眺め 

④北側からの眺め 

⑤東側（帝国ホテル屋上）からの

眺め 

⑥小音楽堂からの眺め（北面） 

⑦北側園路からの眺め 

図 4-20 配置図 

① 現在の視点 

図 4-21 ①南東からの眺め 図 4-22 ②南西からの眺め 

図 4-24 ④北側からの眺め 図 4-23 ③東側からの眺め 
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図 4-25 ②西面（昭和 4 年頃）（三和タジマ所蔵） 
図 4-26 ②西面（戦前）絵葉書「東京遊覧乗合自動車

より市政会館を望む」（個人蔵） 

図 4-29 ⑤小音楽堂からの眺め（昭和 4 年頃） 

    絵葉書「新音楽堂より見たる日比谷公園風景」（個人蔵） 

図 4-30 ④北面（昭和 4 年） 

（後藤・安田記念東京都市研究所所蔵） 

図 4-27＿①南面（昭和 4 年頃）（都立中央図書館所蔵） 図 4-28 ①南面（昭和 4 年頃）（都立中央図書館所蔵） 

図 4-31 ④北面（昭和 12 年）（東京都公園協会所蔵） 図 4-32 ④北面（昭和 7 年）（東京都公園協会所蔵） 

② 建設当初の視点 
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図 4-34 ⑤帝国ホテル辺りからの眺め（昭和 13 年頃） 
（東京都市研究所所蔵） 

図 4-35 ⑦北面（昭和 7 年頃） 

絵葉書「日比谷公園」（個人蔵） 

図 4-37 ⑦北面（昭和 11 年頃） 

「日比谷公園つつじ山と市政会館」川瀬巴水筆版画 

（東京都市研究所所蔵） 

図 4-33 ⑦北面（昭和 12 年頃）（東京都公園協会所蔵） 

図 4-36 絵葉書「機上ヨリ帝国ホテル勧業銀行及ビ公會堂」（個人蔵） 
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２．環境保全の基本方針 

市政会館及び日比谷公会堂は、変化する景色を記憶し続ける視点場として、日比谷公園内のア

イストップとして、建設当初から現在まで重要な役割を担ってきた。日比谷公園再生整備計画や

周辺の再開発等が計画される中、今後もこれらの役割を継承しながら周辺の景観との調和を図っ

ていく必要がある。そのため、建物周囲の環境保全に関しては、市政会館及び比谷公会堂と一体

的な価値を有することにも配慮して、適切に保存管理を行う。 

 

３．区域の区分と保全方針 

計画区域について、以下のように区域を設定し、範囲を示す。 

①保存区域  文化財指定範囲、北側敷石、ドライエリアを含む 

文化財（建造物）を含む区域で、この区域内では、原則として新たに建造物等を設けず、土地

の形質の変更は防災上必要な場合に限る。 

＜保全方針＞ 

・ドライエリア、階段、北側敷石は免震工事のため、一旦解体し、元の形状に戻す。 

 

②保全区域  建物周辺区域（免震工事により土地の掘削を予定する区域を含む） 

保存区域に隣接する区域及び当初の園路線形を残す区域で歴史的な景観や環境を保全する。こ

の区域内では建造物等の新築・増改築及び土地の形質の変更は、原則として当該文化財建造物及

び日比谷公園の管理若しくは防災上必要な場合に限る。 

＜保全方針＞ 

・日比谷公園再生整備の検討を進める中で、方針を定める。 

・建物周辺の土地は免震工事に伴い、掘削を行い、現状に復旧することを基本とする。整備

に当たっては、建物及び公園の景観を損なわないよう、配置・外観等に配慮する。 

 

③整備区域  搬入用エレベーター、地下機械室整備予定区域、西側駐車スペース 

文化財（建造物）の活用及び日比谷公園の管理運営のために必要な施設の整備を行うことので

きる区域。 

＜保全方針＞ 

・日比谷公園再生整備の検討を進める中で、方針を定める。 

・市政会館・日比谷公会堂の活用のための施設整備を行う。整備に当たっては、建物及び公

園の景観を損なわないよう、配置・外観等に配慮し、支障となる樹木については、移植、

植替え、剪定等を行う。 

  



 

147 

 

第 4 章 環境保全計画     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．環境保全上及び防災上の課題と対策 

・周囲からの建物の視認性を向上し、歴史的景観を維持するため、成長した樹木の剪定を行う。

建物に近接している樹木については免震工事に伴い、移植、植替え、剪定等を行う。 

・地盤沈下による周辺地盤面との段差の解消方法については、免震工事計画、周辺整備計画とと

もに検討する。  

計画区域 

文化財指定範囲 

保存区域 

保全区域 

凡例 

整備区域 

図 4-38 区域区分図 
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５．関連する計画 

（１）日比谷公園に関する計画 

① 日比谷公園再生整備計画（東京都建設局） 

日比谷公園は、開園 130 周年を迎える令和 15（2033）年に向けて再生整備を進めることとし、

その計画について令和元（2019）年 10 月東京都公園審議会に「日比谷公園の再生整備計画につい

て」を諮問し、令和 3（2021）年 3 月に答申を受けている。 

日比谷公園の再生整備においては、都心の緑の骨格を形成し日本を代表する公園としての象徴

性を持たせ、周辺のまちとの連続性を高めるとともに、公園全体を都市のグリーンインフラとし

て捉えて取り組んでいくとしており、以下のような将来イメージを掲げている。 

 

●施設や空間自体の多様な機能の発出（生き物の生息・生育の場の提供、防災・減災、 

良好な環境形成、気温上昇の抑制、土壌の保全など） 

●様々な活動の場の提供（コミュニティ形成、環境教育、健康増進、サードプレイス、 

ワークスペース、観光など） 

●地域との協働や民間企業など多様な主体との連携による維持管理等への参画の促進や 

そのための適切なマネジメント 

●グリーンインフラを構成する自然環境が有する不確実性を踏まえた順応的な管理 

  

図 4-39 再生整備計画のテーマ 
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なお、市政会館・日比谷公会堂に関連する内容としては、以下の取り組みが記載されている。 

施設計画（１）入口と外周 

・民間資金を活用して公園とまちをデッキでつなぎ、公園の広場空間をまちへ拡げ、新たな視点

場や賑わいと交流の結節点を造って回遊性を高めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設計画（３）公会堂前から小音楽堂の広場空間 

・ビスタ景観を楽しみ、開放的な芝庭広場で誰もが生き生きと過ごせる憩いと賑わいの空間 

・デッキ下の空間などを利用して、休憩所やトイレ、可動式椅子等の貸出機能など、芝庭広場の

運用に寄与する施設等を配置する。 

 

 

 

 

  

図 4-40 入口と外周 

図 4-41 公会堂前から小音楽堂の広場空間 
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（２）まちづくり等に関する計画 

① 日比谷エリアまちづくり基本構想（平成 23（2011）年 6 月日比谷エリアまちづくり検討会) 

当基本構想において内幸町一丁目街区は、６ha を超える大規模な街区に、高度な業務機能や迎

賓機能等が蓄積していることに加え、首都の中枢機能を支える重要なインフラ施設が存するもの

の、築年数を経過した建物が多く、機能更新が求められるとされている。また、街区内には周辺

地域と連絡する歩行空間や広場などが不足していることから、地域に開かれた街区としての機能

更新も求められているとされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 内幸町一丁目街区まちづくりガイドライン 

(令和 3（2021）年 4 月日比谷地区まちづくり勉強会、千代田区) 

駅・まち・公園を一体で結んだ歩きたくなる歩行者の回遊ネットワークの形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 4-43 内幸町一丁目街区まちづくりガイドライン 

※ 内幸町一丁目街区まちづくりガイドラインより引用 

図 4-42 日比谷エリアまちづくり基本構想より引用  
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③ 国家戦略特区 都市再生プロジェクト（令和元（2019）年 12 月） 

令和元（2019）年 12 月開催の国家戦略特別区域会議において、内幸町の都市再生プロジェク

トが追加提案された。その後、都市計画の手続きが進められ、民間事業者による開発事業が行わ

れている。日比谷公園に直接的に関わる内容としては、前述の①、②等でも示されている回遊ネ

ットワークの形成に資する動線として、まちと公園を道路上空でつなぐデッキが 2 カ所整備され

る予定となっている。 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図 4-44 国家戦略特区 都市再生プロジェクト 

第 19 回東京都都市再生分科会配布資料（令和３年 6 月 29 日）より引用 
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